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Abstract 
Perceiving rhythm in sound sequences is vital for audi-
tory communication in speech and in music. In this ar-
ticle, I first summarize my previous studies on rhythm 
perception, and then explain very briefly about my 
presentation at GEIKO EXPO 2023, where I introduced 
my recent research on how beat may influence rhythm 
perception. 
 
 

1. はじめに 

話し言葉や音楽にはリズムがあり，このリズムを捉え

ることは，私たちが音声や音楽を用いた日常の聴覚コ

ミュニケーションを行ううえで不可欠である。これまで

私は，リズム知覚の基礎的な仕組みを明らかにする一方，

実験室的な状況で得られた基礎的な知見を，実際の音楽

聴取場面と結びつけるための研究を行ってきた。本稿で

は，私自身のこれまでの研究を簡単に紹介した後，

GEIKO EXPO 2023 で行った発表の概要を述べる。 
 
2. 自身のこれまでの研究の紹介：リズム知覚の基礎研究 

リズムを知覚する基礎となるのは，次々に鳴らされる

音の始まりによって区切られた数百ミリ秒程度の短い時

間間隔の知覚である（図 1）。このような短い時間間隔の

知覚において，実際の（物理的な）時間間隔の長さと，

聴取者が感じる（心理的な）時間間隔の長さとが食い違

う場合がある（錯覚現象）。これまで私は，このような錯

覚現象などを手がかりに，実験心理学や神経生理学の視

点から，リズム知覚の仕組みを明らかにするための基礎

的な研究を行ってきた。 
また，基礎的な研究では極端に単純な（実験室的な）

音が用いられることが多いが，私たちが日常聴く音楽や

音声などの音は物理的に複雑な構造をしている。このよ

うな溝を埋めるため，基礎研究で得られた知見を，現実

場面での音楽や音声の聴取と結びつける視点からの研究

も行ってきた。 
具体的な研究のうちのいくつかを採り上げ，概要を以

下に紹介する。 
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2.1. 音自体の時間構造がリズム知覚に及ぼす影響に関す

る研究（心理実験） 

従来の研究では，リズム知覚の基礎としては，「音の始

まりのタイミング」が注目されてきた 1)。私が大学院生

の頃に，中島祥好教授（現名誉教授）のご指導のもと行っ

た研究では，このことに加えて，リズムを示す一つ一つ

の音の持続時間や振幅包絡など，音自体の時間構造がリ

ズム知覚に影響を与えることを明らかにした 2)。すなわ

ち，音の持続時間が長くなると，音の始まりから次の音

の始まりまでの時間間隔が長く知覚されることを，厳密

に統制された刺激を用いた聴取実験により示した（図 2）。
このような音の持続時間の影響は，二つの時間間隔が隣

接する場合 3)や，実際の楽器の音を用いた場合 4)にも見

られ，現実場面での音楽のリズム知覚と関連付けられる

可能性が示された。 
 

2.2. 古典的な錯覚現象である「充実時間錯覚」に関する

研究（心理実験） 

充実時間錯覚とは，物理的には同じ長さの時間間隔で

あっても，その時間間隔を一つの持続音の始まりと終わ

りで示した場合（充実時間）と，二つの非常に短い音で

示した場合（空虚時間）とを比較すると，前者の時間間

隔の方が長く感じられるという現象である 5)（図 3）。こ

の現象は，従来頑健な錯覚現象と考えられていた。 
本研究では，芸術工学部音響設計学科の授業（「音響実

験 I・II」）の中で，数年間に渡って聴取実験データを集

め，そのデータを用いて多変量解析を行うことにより，

リズムと結びつくような 1 秒以内の短い時間間隔におい

て，充実時間錯覚の生じ方に大きな個人差があることを

発見した 6, 7)。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3. 複数の感覚モダリティを跨ぐ時間知覚に関する研究

（脳波実験） 

物理的な長さが少し異なる二つの時間間隔があった場

合に，その長さの違いに気づけることを時間間隔の弁別

という。時間間隔の始まりと終わりを示す二つの短い区

切り刺激が，どちらも聴覚刺激のときには時間間隔の弁

別がしやすいが，両方が視覚刺激になると少し弁別が難

しくなる。二つの区切り刺激のうちの一方が視覚刺激も

う一方が聴覚刺激といったように感覚モダリティを跨ぐ

場合には，さらに弁別が難しくなる 8)（図 4）。 
カナダのラバル大学（Université Laval）で Simon 

Grondin 教授，Emilie Gontier 博士，光藤崇子博士らと

ともに行った研究では，この現象に関する心理実験を行

うのと同時に脳波の計測を行い，聴覚刺激のみを用いて

時間間隔を示したときにだけ，前頭中心部の電極で記録

図 1 リズムと拍の知覚。リズム知覚の基礎とな

るのは，ある音の始まりから次の音の始ま

りまでの時間間隔である。時間間隔には長

いものや短いものがある。拍は，リズムの

中に感じられる等間隔で規則的な刻みのこ

とである。

図 2 音の持続時間の影響。二つの音の始まりに

よって示された時間間隔の長さが物理的に

は同じであっても，音の持続時間が長くな

ると，その時間間隔が少し長く感じられる

ことが明らかになった 2)。 

図 3 充実時間錯覚。物理的には同じ長さの時間

間隔であっても，充実時間として示された

ものの方が，空虚時間として示されたもの

よりも長く感じられる。
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される随伴陰性変動（Contingent Negative Variation, 
CNV）の振幅が，時間間隔呈示中に徐々に大きくなるこ

とを明らかにした 9, 10)。聴覚刺激のみを用いた場合に時

間間隔の弁別がしやすいという現象は，この CNV の振

幅増大と関連すると考えられる。 
 

2.4. 隣接する二つの時間間隔に生じる同化現象に関する

研究（心理実験） 

隣り合う時間間隔の長さの相対的な関係を捉えること

は，リズム知覚において非常に重要である。それまでの

研究で，三つの短音によって区切られた二つの隣接する

時間間隔（順に T1 と T2 と呼ぶ）という単純なリズムパ

ターンにおいて，T2 が T1 よりも少し長い場合に，T2

が著しく過小評価される「時間縮小錯覚」という現象が

報告されていた 11)（図 5）。時間縮小錯覚が生じることに

より，物理的には非等間隔である T1 と T2 が，知覚的に

は等間隔に近づくため，この現象は隣接する時間間隔に

おける同化現象であると考えられる。 
前述の Simon Grondin 教授および黒田剛士博士と

行った研究では，触覚刺激を用いた場合にも，時間縮小

錯覚が生じることを明らかにした 12)。また，中島祥好教

授（現名誉教授）らとの研究では，時間縮小錯覚が生じ

る時間範囲よりもさらに T2 を長くすると，T2 が逆に過

大評価されることを明らかにした 13)。 
 

3. GEIKO EXPO 2023 での発表概要：拍がリズム知覚に

及ぼす影響 

2023 年 11 月 22 日に行われた GEIKO EXPO 2023 で

は，最近行った研究として，「拍」という要素に着目して

大正大学の荒生弘史教授らと行った研究 14)を紹介した。

拍とは，いくつもの音が次々に鳴らされたときに，その

中に感じられる等間隔の刻みのことである（図 1）。リズ

ムと拍は，どちらも音楽の時間的な側面に関わる要素で

あり，本来密接に関連しているものであるが，ここまで

（2.1-2.4）に述べたようなリズム知覚に関する基礎的な

研究では，拍による影響については十分に考慮されてい

なかった。  
本発表では，物理的には同一のリズムであっても，そ

のリズムをどのような拍に当てはめて聴くかによって，

知覚されるリズムが異なる場合があること 14)を，デモン

ストレーションを用いて紹介した。このことは，拍がリ

ズム知覚に影響を与え得ることを示している。発表では

さらに，この現象を手がかりにした今後の研究の可能性

についても簡単に紹介した。 
 

4. おわりに 

これまで私が行ってきた研究の概要と，GEIKO 
EXPO 2023 での発表について簡単に紹介した。これま

では基礎的な研究を行ってきたが，リズムや時間の知覚

は，人間のあらゆる活動と結びついており，応用の幅が

広いのも特徴である。今後は，応用を視野に入れた研究

も行いながら，芸術工学研究院の環境を活かして，芸術

としての音楽と，心理学や神経科学などの実証科学とを

結びつけ，人間そのものについての理解を深める研究を

行っていきたい。 
 

図 4 区切り刺激の感覚モダリティによる時間間

隔の弁別難易度。時間間隔の始まりと終わ

りを区切る刺激が，同じ感覚モダリティで

ある場合（モダリティ内）と比べると，複

数の感覚モダリティを跨ぐ場合（モダリテ 

ィ間）には，時間間隔の弁別が難しくなる。 
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隔の弁別難易度。時間間隔の始まりと終わ

りを区切る刺激が，同じ感覚モダリティで

ある場合（モダリティ内）と比べると，複

数の感覚モダリティを跨ぐ場合（モダリテ 

ィ間）には，時間間隔の弁別が難しくなる。 

図 5	� 時間縮小錯覚。ある時間間隔（T2）の前に，

それよりも少し短い時間間隔（T1）を隣接 

させると，T2 が単独で呈示されたときよ

りも，T2 が短く感じられる（過小評価さ

れる）。この現象を「時間縮小錯覚」と呼

ぶ 11)。T2 が過小評価されることにより，

T1 と T2 が実際よりも等間隔に近く感じら

れるため，この現象は時間的な同化現象で

あると考えられる。
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